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牡丹俳句に１５５句

一
席

船
山
冬
木
（鎌
ヶ
谷
市
）

牡
丹
の
香
り
の
な
か
の
観
世
音

次
席

伊
藤
公
夫
（柏
市
）

ぼ
た
ん
寺
一
期
一
会
の
人
と
和
す

三
席

渡
辺
咲
子
（柏
市
）

お
大
師
の
目
線
の
か
な
た
牡
丹
園

入
選
（順
不
同
）

ハ
ン
カ
チ
の
花
よ
と
車
椅
子
寄
せ
り

佐
藤
か
ほ
る
（松
戸
市
）

晴
れ
た
日
は
は
れ
た
る
顔
の
牡
丹
か

な

上
田
義
夫
（柏
市
）

ぼ
う
た
ん
の
色
重
な
り
て
散
り
に
け

り

遠
藤
倭
文
子
（船
橋
市
）

緋
牡
丹
の
極
楽
浄
土
の
灯
と
な
れ

り

漆
原
徳
太
郎
（我
孫
子
市
）

人
去
っ
て
浄
土
に
戻
る
牡
丹
寺

中
山
美
枝
子
（我
孫
子
市
）

ぼ
う
た
ん
の
花
み
ほ
と
け
の
た
な
ご

こ
ろ

小
沼
宗
心
（柏
市
）

牡
丹
や
ス
ケ
ッ
チ
帳
の
色
合
わ
せ

村
高
威
司
（流
山
市
）

山
門
を
入
る
や
真
紅
の
夕
牡
丹

大
塚
博
（柏
市
）

牡
丹
散
り
一
期
一
会
の
思
ひ
あ
り

斉
藤
泰
雄
（松
戸
市
）

住
職
の
心
の
布
施
や
牡
丹
咲
く

高
山
勇
（柏
市
）

柏
市
逆
井
の
観
音
寺
・観
音
堂
で
牡
丹
の
花
咲
く
頃
、
句
会
を
開

い
て
い
る
「草
の
実
俳
句
会
」（代
表
逸
見
真
三
）で
は
、
句
会
が
22
回

に
な
る
の
を
記
念
し
て
観
音
寺
吟
行
句
を
募
集
し
た
。
4
月
15
ー

30
日
ま
で
の
募
集
で
、
１
５
５
句
が
寄
せ
ら
れ
、
別
項
の
よ
う
な
当

選
句
も
決
ま
っ
た
。
一
席
、
次
席
、
三
席
に
は
観
音
寺
住
職
の
色
紙
、

入
選
句
に
は
図
書
券
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

草
の
実
俳
句
会
が
観
音
寺
吟
行
句
を
募
集

㊤句誌「草の実」５月号㊦句会の行われる観音寺観音堂

草
の
実
俳
句
会
・牡
丹
句
会
の
４
月
25
日
は
雨
、
牡
丹

に
は
無
情
の
雨
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
観
音
堂
の
賽
銭
箱
の

隣
に
句
会
の
24
句
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

み
仏
を
し
づ
か
に
つ
つ
む
若
葉
雨

牡
丹
の
芯
も
ろ
と
も
に
毟
る
雨

雨
も
ま
た
天
女
の
笑
ま
ふ
牡
丹
寺

く
れ
な
ゐ
の
雨
ふ
ふ
み
ゐ
る
牡
丹
か
な

緋
に
は
緋
の
牡
丹
の
雨
で
あ
り
に
け
り

雨
粒
の
ふ
く
ら
む
力
散
牡
丹

句
会
参
加
の
俳
人
12
人
は
、
5
月
号
会
報
に
48
句
を

掲
載
し
て
雨
に
も
動
じ
な
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
が
、

さ
す
が
に
一
般
客
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
入
選
句
は
み

な
好
天
下
の
牡
丹
を
称
え
て
い
る
。

雨
と
は
関
係
な
く
、
５
月
早
々
の
東
葛
印
旛
大
師
講
組

合
の
送
り
大
師
一
行
が
到
着
す
る
日
の
早
朝
、
大
黒
さ

ん
と
お
手
伝
い
さ
ん
は
傾
き
か
け
た
花
を
摘
む
。
容
赦
な

い
手
の
動
き
に
同
行
二
人
の
人
も
驚
か
さ
れ
る
。

刀
自
の
掌
に
触
れ
て
牡
丹
の
光
か
な

句
会
の
日
に
も
、
傾
く
花
を
摘
み
、
「袖
ひ
ち
て…

」働

く
様
子
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。

最
終
の
選
者
は
、
戸
部
謹
爾
住
職
。
住
職
の
当
選
者
へ

の
色
紙
は
一
席
が
上
に
掲
載
し
た
「
瑞
雲
」
。
次
席
、
三
席

に
は
慈
救
の
呪
（
じ
く
の
し
ゅ
）
カ
ン
マ
ン
な
ど
の
梵
字
。

当
選･

入
選
句
も
観
音
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

一席に贈られた観音寺住職の色紙


